
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

広
島
北
部
地
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は
、新
た
に

白
ね
ぎ
栽
培
を
検
討
し
て
い
る
方
や
市
場
出
荷
を
検

討
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し
た『
白
ね
ぎ
塾
』を
開
講

し
ま
し
た
。３
月
25
日
の
第
１
回
で
は
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し

ま
広
島
北
部
地
域 

野
菜
生
産
部
会 

白
ね
ぎ
グ
ル
ー

プ
の
角
田
考
志
グ
ル
ー
プ
長
か
ら
自
身
の
経
験
を
踏

ま
え
た
白
ね
ぎ
栽
培
の
魅
力
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、Ｊ

Ａ
全
農
ひ
ろ
し
ま
の
職
員
か
ら
肥
料・農
薬
の
基
礎

知
識
と
営
農
指
導
員
か
ら
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は「
家
庭
菜
園
で
上
手

く
い
か
な
か
っ
た
部
分
を
、実
際
に
生
産
さ
れ
て
い

る
方
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」と
好
評

で
し
た
。本
講
座
は
全
8
回
を
予
定
し
て
お
り
、座
学

や
現
地
講
習
を
経
て
栽
培
の
基
礎
や
技
術
に
つ
い
て

学
ん
で
い
き
ま
す
。

広
島
北
部
地
域
の
各
地
域
女
性
部
が

総
会
を
開
催
し
、令
和
７
年
度
の
活
動

報
告
や
令
和
８
年
度
の
計
画
や
役
員
改

選
な
ど
が
承
認
さ
れ
、新
年
度
の
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。４
月
６
日
に

は
向
原
支
部
と
大
朝
支
部
が
開
催
。総

会
後
に
は
講
演
会
を
開
き
、向
原
地
域

で
は
安
芸
高
田
署
向
原
駐
在
所
の
上
甲

警
部
補
を
講
師
に「
防
犯
教
室
」を
開

催
。
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
、実
際
に
地

域
で
起
こ
っ
て
い
る
事
例
や
対
処
法
な

ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。ま
た
大
朝
地
域

で
は
、農
林
中
金
全
共
連
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト（
株
）の
前
田
氏
を
講
師
に

「
マ
ネ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。部
員
そ

れ
ぞ
れ
が
意
識
を
高
め
、今
後
の
活
動

に
つ
な
が
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

広
島
北
部
管
内
の
千
代
田
地
域
の
17

法
人
で
つ
く
る「
千
代
田
地
域
法
人
協

議
会
」は
３
月
19
日
、千
代
田
支
店
で

第
18
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算（
案
）、役
員
改
選
の
３
議
案

が
承
認
さ
れ
、新
た
な
会
長
に
農
事
組

合
法
人
み
な
み
が
た
の
箕
田
義
光
さ
ん
、

副
会
長
に
農
事
組
合
法
人
沖
城
の
塚
本

勝
芳
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。箕
田
さ

ん
は
就
任
挨
拶
で「
米
の
価
格
が
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、千
代
田
の
法
人
協
だ
け
で
な
く
農

家
が
頑
張
れ
る
よ
う
、素
直
に
真
面
目

に
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
地
域
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
は
水
稲
栽
培
技
術
の
次
世
代
へ
の

継
承
を
目
的
に
、米
づ
く
り
の
経
験
が

な
い
女
性
を
対
象
に
し
た『
初
め
て
の

米
づ
く
り
講
座
２
０
２
６
』を
開
講
し

て
い
ま
す
。

３
月
19
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
で
は

「
体
験 

ト
ラ
ク
タ
ー・草
刈
機
の
操
作
と

事
故
の
ワ
ケ
」と
題
し
て
18
人
が
参
加
。

農
業
用
機
械
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、２
組
に
分
か
れ
て
ト
ラ

ク
タ
ー
と
草
刈
機
の
手
入
れ
や
操
作
の

仕
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、ど
う

い
っ
た
こ
と
に
気
を
付
け
る
べ
き
か
を

学
び
ま
し
た
。受
講
者
か
ら
は
次
々
と

質
問
が
飛
び「
今
ま
で
何
と
な
く
使
っ

て
い
た
が
、手
入
れ
の
仕
方
な
ど
も
詳
し

く
学
ぶ
こ
と
で
、作
業
の
必
要
性
が
よ
く

分
か
っ
た
。正
し
い
使
い
方
で
怪
我
の

無
い
よ
う
気
を
付
け
た
い
」と
話
し
ま
し

た
。

白
ね
ぎ
の
生
産
振
興
へ
～
白
ね
ぎ
塾
開
講
～

女
性
部
で
新
年
度
の
活
動
ス
タ
ー
ト

千
代
田
地
域
法
人
協
議
会
総
会
を
開
催

楽
し
く
学
ぶ
米
づ
く
り

～
女
性
限
定
の
初
め
て
の
米
づ
く
り
講
座
～

▲�草刈機の
　操作説明

▲�トラクター講習 ▲�新会長に就任した箕田義光さん

▲�説明を行う営農指導員▲�大朝支部（マネーセミナー）

▲�向原支部
　（防犯教室）
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田
植
え
終
了
後
の
分
げ
つ
期
後
半
か
ら

の
管
理
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

分
げ
つ
期
後
半 

（
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
）
の
管
理

軽
い
田
干
し
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
根
を
健
全
に
保
つ
た
め
に
、
時
々
、
軽

い
田
干
し
を
行
い
、
土
壌
中
に
酸
素
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。

★
効
果

①
強
い
分
げ
つ

　
強
い
分
げ
つ
を
発
生
さ
せ
、
根
を
深

く
張
ら
せ
ま
す
。

②
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給

　
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
す
る
こ
と
で

有
毒
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
し
、
根
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
根
腐
れ
防
止
に
間
断
か
ん
が
い
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

水
管
理

　
基
本
的
に
は
浅
水
管
理
→
還
元
障
害
を

防
ぎ
有
効
茎
数
を
確
保
し
ま
す

　
◎
軽
い
田
干
し
も
実
施
し
ま
し
ょ
う

　
◎�

溝
切
り
を
実
施
し
、
水
管
理
を
し
や

す
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
時
期
：
6
月
上
旬
～
中
旬
）

中
干
し

★
時
期

　
通
常
の
株
間
（
18
～
20
㎝
）
の
場
合
→

目
標
茎
数
（
18
～
20
本
）
確
保
で

き
た
ら
開
始

　
疎
植
田
植
の
場
合
→

株
間
に
応
じ
て
分
げ
つ
本
数
を
多

く
し
ま
し
ょ
う
。

目
標　
４
０
０
本
／
㎡

★
効
果

　
過
剰
分
げ
つ
を
抑
え
、
根
に
十
分
な
酸

素
を
供
給
す
る
こ
と
で
根
張
り
を
良
く
し
、

受
光
体
勢
を
整
え
ま
す
。

★
方
法

排
水
→

5
㎜
程
度
の
亀
裂
が

入
る
ま
で
干
し
→

走
り
水

〈
注
意
！
〉

　
水
持
ち
の
悪
い
水
田
や
水
の
不
十
分

な
水
田
で
は
強
い
中
干
し
を
控
え
、
間

断
か
ん
が
い
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

赤
枯
れ
対
策

　
稲
の
下
葉
が
黄
化
し
、

土
中
よ
り
有
害
ガ
ス
が

発
生
し
て
い
る
状
態
。

★
対
策

　
水
田
の
ガ
ス
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
田
干
し
や
資
材
散
布
が
有
効
で
す
。　

→
①
強
め
の
中
干
し
を
行
う

　
②�

豊
土
サ
ン
グ
リ
ー
ン
追
肥
用
を
散
布

施
肥
量
５
㎏
／
10
ａ

　
③�

塩
化
加
里
の
散
布　

　
　
施
肥
量
10
㎏
／
10
ａ

農
薬
散
布
時
に
は
正
し
い
農
薬
の
使
用
と
飛
散
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

 

適
正
農
薬
の
使
用

・
適
用
作
物
か

・
希
釈
倍
数・使
用
時
期・散
布
量

・
使
用
総
回
数

 

注
　
　
意

・
隣
接
す
る
圃
場
と
距
離
が
近
い
時

・
食
用
作
物
の
収
穫
時
期

・
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

 

対
　
　
策

・
散
布
量
を
守
る

・
風
向
き
や
風
の
強
い
日
は
散
布
し
な
い

・
飛
散
防
止
ノ
ズ
ル
を
使
用

・
周
り
の
作
物
に
も
登
録
の
あ
る
農
薬
で

・
粒
剤
を
使
用

・
散
布
後
の
機
械
器
具
は
洗
っ
て
保
管

周
辺
圃
場
の
生
産
者
と
連
携
し
、

事
前
に
収
穫
を
し
た
り
飛
散
の
恐
れ

の
あ
る
場
合
は
、
防
止
対
策
な
ど
を

実
施
し
、
地
域
全
体
で
農
薬
の
飛
散

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

間断かんがい
　田に水を満たした状態と、水を落として
干した状態を数日おきに繰り返します。

なるほどえ～のぅ!営農情報
水
　稲

米
ご
よ
み
は
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
Ｈ
Ｐ
の

「
広
島
北
部
エ
リ
ア　
お
知
ら
せ
」

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

←QRコード
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　３月24日に生産者やＪＡ・行政・市場関係者が出席し、「ＪＡひろしま 広
島北部地域 野菜生産部会　令和７年度通常総会」を桜花の郷 ラ・フォーレ
庄原で開催しました。
　令和７年度は、夏から秋にかけての高温や集中的な降雨などの不安定な
気候により、施設・露地栽培とも出荷量が不安定となる中、生産性の向上を
目的に遮光資材の試験栽培に取り組みました。販売面では新規開拓による
販路の拡大や契約販売、出荷調整作業軽減のため加工向けの省力出荷への
取り組みや、近年の燃料費などの高騰に伴う農産物への価格転嫁の商談を
行いました。
　令和８年度はグループ活動のさらなる活性化へ向けて、近年の異常気象
対策に加えてＳＮＳなどを活用した情報共有や新たな仲間づくりへの取り
組みを行い、栽培技術の向上や農作物への価格転嫁に向けて、継続して経
営できる農業を目指します。
　部会長の角

かく

田
た

考
たか

志
し

さんは、「困難な時だからこそ、この野菜生産部会とい
う組織の力が試されていると感じている。情報の共有や地域としてのブラ
ンド維持、そして助け合いの精神を大切にし、より強固な組織として地域
の農業を支える柱となるよう活発な議論をお願いしたい」と出席者へ呼び
かけました。

同部会は青ねぎやミニトマトなど品目別に９グ
ループで組織され、角田考志部会長から品質や
収量で優秀な成績をあげた各グループの団体や
個人へ賞状が贈られました。

野菜生産部会総会で９人を表彰
広島北部地域　野菜生産部会

【支店営農指導員】
平本　将也 （グリーンセンター吉田） ☎080-6270-2412
山本　　心 （購買課八千代店）　 ☎080-6339-6419
本清　尚則 （購買課高宮店）　 ☎080-6329-1864
武田　　諒 （購買課甲田店）　 ☎080-6270-2468
川井　光雄 （購買課向原店）　 ☎080-6329-1835
大本　昌司 （千代田アグリセンター） ☎080-6270-2471
砂原　宏樹 （千代田アグリセンター） ☎080-6318-1309

クリーンカルチャー・青ねぎ・ブロッコリー
松田　浩幸 （営農経済センター駐在） ☎090-8360-3626

営農指導員の紹介営農指導員の紹介
　品目ごとに担当する専門営農指導員と各支店を担当する営農指導員がいます。
圃場など現地へ出向き、普及・指導に取り組んでいます。相談・疑問等がござい
ましたらぜひご相談ください。

【専門営農指導員】
ミニトマト・きゅうり
佐々木輝之 （千代田アグリセンター駐在） ☎080-6318-1329

ハウス野菜（チンゲンサイ・ほうんれそう他）・大長なす・水稲
益田　悠太 （営農経済センター駐在） ☎080-6339-6418

白ねぎ・アスパラガス
小笠原　力 （営農経済センター駐在） ☎080-6318-1338

　ＪＡでは、安芸高田市特産三矢えびす茶の原料であるはぶ草の生産者
を募集しています。
　まずは自家用から始めたい方、しっかり作ってみたい方、試しに農業
を始めたい方、規模は問いませんのでお気軽にお問い合わせください。

はぶ草生産者を募集していますはぶ草生産者を募集しています！！

はぶ草 三矢えびす茶お問い合わせ先：購買課向原店（TEL：0826-46-3315）

グループ 受賞者
青ねぎ 吉原　清三
クリーンカルチャー 高原　義史
ブロッコリー 平野　大樹
大長なす 渡辺　誠
ハウス野菜 大林　辰也
アスパラガス 川本　道越
ミニトマト 農事組合法人 東山
きゅうり 溝下　賢二
白ねぎ 農事組合法人 川井

令和７年度野菜生産部会表彰者�（敬称略）
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重点講座
開催場所 産直市「ベジパーク安芸高田」２階会議室
日にち 時　間 内　容

６／９（火） １０：００～１１：３０ 産直市で売れる「キャベツ・ブロッコリーの栽培」
売れるブドウ栽培講座

開催場所 現地研修会 集合場所 向原支店
日にち 時　間 内　容

５／２８（木) １０：００～１１：３０ 花穂整形（房づくり）　ジベレリン処理
６／２５（木） １０：００～１１：３０ 摘粒、摘房、袋掛け

※�各講習会の定員は20名程度とさせていただきます。（申し込み順）　受講を希望される方は30日前までに電話で申し込みください。
 ［連絡先］安芸高田市 地域営農課　  TEL 0826-47-4021　JAひろしま 営農経済センター TEL 0826-54-0814

広島北部地域ニューフェイス
広島北部地域では１名の新入職員が配属されました！
組合員・地域の皆さまに信頼され、親しまれる職員に
なれるよう頑張りますので、よろしくお願いします。 令和７年度　定年退職者

宮根　信彦（吉田支店　支店長）
實光　　猛（高田インター給油所　事業所長）
宮庄　和典（営農経済センター　営農販売課）
藤井　英昌（大朝インター給油所）

組合員の皆さま、組合員の皆さま、
長い間ありがとうございました。長い間ありがとうございました。

千代田・大朝
農機センター

池
いけ
田
だ
　潤

じゅん
哉
や

2026愛飲運動 春の農繁期になりました！
瀬戸内の風と太陽の光をいっぱいに浴びて育った柑橘飲料をお届けします！

広島県産の柑橘と広島県産の柑橘と
海人の藻塩を使用し、海人の藻塩を使用し、
飲みやすく仕上げた飲料です。飲みやすく仕上げた飲料です。
運動・作業中・お風呂上りなどの運動・作業中・お風呂上りなどの
こまめな水分・塩分補給にこまめな水分・塩分補給に
おすすめ♪おすすめ♪

お知らせカレンダー月6 年金相談会年金 《吉　田》  9時~15時
《千代田》10時~15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定
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